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藤沢市 総 合防災 訓練 会場
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藤沢災害救援ボランティアネッ トワーク

代表 森 井 康 夫

今 、世 界 各地 で起 き てい る地 震情報 を見 るに あた り、私 た ちの住 む 日本列 島 は四 枚の岩 盤 の上 に あ り、

い つ起 きるか も知れ ない地震 やそ の他の 災害 に備 え、地域 防災 力 を高 め るには 、個 人や 地域 コ ミュニテ ィ、

N冊 、 民間 事 業者 、放 送 メ デ ィア 、行 政 な ど をは じめ と して、 多 彩な 関係 者 が協 働 して リス クに備 える

とい う考 え方が 必要 だ と思 い ます。

現 在 、藤 沢市 内13地 区 には250名 の ボ ラ ンテ ィア コ ーデ ィネー ター がい ますが 、 全地域 を支 えるに は

1300名 程 に したい と思 って います 。今 年 か ら情 報 部 員 を育成 して、市 内13地 区に配 置す る ことに よ り、

災 害 時に は 、正 確 で 、新 し く、 分 か りや す い情 報提 供 者(情 報 コー デ ィ ネー ター)が 必 要 だ と思 って い

ま す 。災 害 は起 き な い方 が いい と 思 って い ます が 、 も し災害 が起 きて しま った ら、"備 えが あれ ば"と

い う思 い でい ます 。是 非皆様 の さらな る ご協 力 をお願 いい た します。

就 任 の ご 挨 拶

藤沢市保健福祉 部

部長 渡 部 敏 夫

本年4月 より保健福祉部長 として就任いた しました渡部でございます。どうぞ宜 しくお願いいた しま

す。 日頃、本誌の保健福祉行政にご理解 ・ご協 力いただきあ りがとうございます。

昨年は、新型インフルエ ンザの世界人流行や、南米 ・中国での大規模な地震等が発生 し、 さらなる、

安全 ・安心の体制整備の充実がもとめ られてお ります。藤沢市 といた しま しても、昨年に引き続き、地

震等の大規模災害の発生に備えて藤沢市災害時要援護者避難支援プラン全体計画 を策定し、各市民セン

ター ・公民館を軸 として各地域の 自主防災組織等に災害時要援護者の避難支援体制づ くりをお願い して

いるところでございます。

会員の皆様には、 日頃か ら災害救援ボラ ンティアセンターの設置や運営にかかる訓練や災害救援ボラ

ンテ ィアコーディネーター養成講座の開設など藤沢市社会福祉協議会 とともに実施 され災害に備えてい

ただいているところですが、地域が進める災害時要援護者の避難支援体制づ くりにおきま しても、よ リ

一層の ご協力を頂 くことで、地域の安全 ・安心体制が図 られ るものと考えてお りますので、よろしくお

願 いいたします。

最後に、貴会及び会員各位の益々のご発展 とご活躍 を祈念いた しまして ご挨拶とさせていただきます。

1



(独)防 災科 学技術研 究所(NIED)と の協働事業 について

防災 科学技 術研 究所 の研 究 グル ー プ(災 害 リスク情 報ぶ らっ とフォーム プロジ ェク ト ・災害

リスク ガバナ ンス 研究 グル ー プ)は 災 害 に強 い社 会 シス テムの 構築 に関す る研 究 を して います

が 、藤 沢市に お いて も協 働 で い くつか の事 業 を取 り組 ん でい ます 。藤 沢災 害救 援ボ ラ ンテ ィア

ネ ッ トワー クもそ れ らの事 業 に参 画 し、様 々 な面 か ら地域 防災 力の 向上 に大 き く貢献 して い ま

す 。1、 シナ リオ型 避難 所運営 ワー ク シ ョップ検 証か ら防 災 ドラマin藤 沢で は鵠 沼 中学校地 区連

絡協 議会 、鵠 沼海 岸五 丁 目町 内会 、天 神町 内会 の皆 さん に ご協 力 いただ き ドラマの収 録 まで を

地域 住 民が参 加 した り、2、 藤沢 市南 部浸 水痕調 査支 援3、 科学研 究費 成果 発表 シ ンポ ジ ウ

ム参 加 等の活 動 は、従 来の 防災組 織の 結成 率 を上 げ る ことや 自主 防災訓練 以外 の施策 と して地

域 防災 力向上に と って大変貴 重な経験 とな りま した。

鵠沼中学校地区防災凄絡協議会橿難所運営「7-一クシ ヨツプ検証に参加 して

一昨年の鵠沼中学校を避難所 としている町内会

やマンション等9団体が参加 して避難所運営に関す

るワー クシ ョップが行われ てか ら、避難施設にお

ける様 々な問題点を、それぞれの状況に応 じたシー

ンと して シナ リオにス トー リー として現わ され、

実際に ドラマ仕立ての中に声優 として参加 したこ

とは地域の防災 リー ダーと して大変意義ある こと

で した。

まずワークシ ョップではロールプ レイ方式によ

る様々な人の立場 に立ち考 える事の重要性を知る
こと。簡単な様で中々これが 出来ない。様々な経
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験をすると、それ を主体に考 える

よ うになってしまい、人の立場で

考える事が無くなって しまうので、

自分を見直す良い経験 とな り、ま

た、わずか15分 の ドラマでも多

くの人の参加 と協 力がなければラ

ジオ ドラマとして放送 される事は

出来ない。実際に被災体験がない

人々が避難所 に入 り生活を共 にす

ることの難 しさを ドラマ作 りを通

して学ぶ事が出来たのは、鵠沼中

学校 を避難所とす る私たちに とって大きなカとな

りま した。それ 以後実際に避難施設 を立ち上げる

訓練 を今年の3月28日 に地域の防災担 当者が119人

参加 して、避難施設に入る方法、避難者名簿の作

り方、避難場所の設営、運営委員会の設立、防災

拠点とのMCA無 線での情報交換等初めて訓練 を実

施いた しま した。また、9月には避難施設宿泊体験

訓練 を計画 しています。まさに。行政 と地域が一

体となって取 り組んでいく体制が出来てきま した。

坪川先生の ご尽 力の基に、ワークシ ョップを行 っ

て以降大 きな飛躍 をしたことは偏 に防災科学技術

研究所の成果だ と思 っています。

鵠沼海岸五T目 大型台風ZZ号 直撃!引 地川氾濫

「会長、台風接近で引地川が氾濫するか も、町内

会役員を緊急招集 してくれ」こんな緊迫 した呼び

掛 けか ら防災 ドラマは始 ります。当防災会発足か

ら一年半 、FSVの ご指導 で防災マップの作成作業

のなか、この地区では、地震 ・津波災害よ りも大

雨による浸水被害に強 い危機 感がある ことがわか

りま した。そんな状況 を踏まえ、シナ リオ を作成

していただ き、防災会 メンバーを中心にラジオ ド

*藤 沢災 害救援 ボラ ンテ ィアネ ッ トワー クの支 援企 業です*

神奈川県知事許可第955号
総合建築業

有限会社 森 井 工 務 店

〒251-0051藤沢市白幡4丁目9番1～1F号

.題言舌0466(8D3303
0466(81)2816

一 般 建 築 金 物

株 式 会 社 伊 藤 屋

本 社 〒!51山D52藤 沢市藤沢1-1-15

TELO466(26)3721〔it}faxOU66〔22)2254

営纂所 〒252袖S15蔀 沢市石川6-18-50

旭0466(81)7800(fざ)faxO466(87)7802
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建築金物 ・建築資材'電 動工具
ポールナ ッ ト・釘 ・針金 ・砥石 ・刃物

家具 ・建築金物 ・シー ト・袋各種

仁 平

〒252-0815藤 沢市 石 川2-15-11

題言舌0466(87)1500(↓ ざ)

FAXO466(87)1502



ラ マ に挑戦 しま した。 そ こ には何 をや らな くて は

い けな い か な どの メンバ ー の 役 割 が、 ま た 孤立 し

て い る人 への 対 応 な ど が描 か れ 、 我 々が 今 後 、取

り組 む べ き課 題 が 山 の よ う に示 唆 され て い ま した 。
一番 感 じたの は

、情 報 、危 機 感 を 共有 して 、一 体

とな って 対応 で きる か とい う ことで した 。

現在2年 半 たち 、ま ずは 防 災会 の メ ンバ ー が、 自

らそ の 意 識 を持 ち、 町 内 会 全 体 に

浸 透 させ て い きた い と思 って お り

ます。

水 防編のCD

・・… ・ 次 世 代 の 浸 水 予 測 借 報 をa指 して … …

水害痕跡調査……藤沢南部で実施

最 先端 のMPレ ー ダー 雨 量情 報 を使 用 し、 いつ ご

ろ、 何処 が 、 どの程 度 、 浸水 して 危 険 にな るの か

を10分 ごと に 、1時 間 先 まで 、10m格 子状 で予 測

し、 イ ン ター ネ ッ トを通 じ リアル タ イ ムで の 予 測

や 伝 達の た め の研 究 を藤 沢市 南 部 で 防 災科 学 技 術

研 究所(NIED)が 行 って い ます 。

観測 開始 以来 、最 も大 きな水 害 は2004年(平 成

16年)10月9日 の台 風22号 に よ るもの で した 。 この

時 、 多 くの 箇 所 で 、床 上 ・床 下 浸 水 、道 路 冠 水 な

どが 起 こ り、 大 きな 被 害 が発 生 しま した。 この 時

の 雨量情 報 を用 い て、N[EDで は詳細 な浸 水計 算 を

行 い 、 当時 の 浸水 の 状 況 を明 らか に しま した 。 と

同 時 に、 この シ ュ ミ レー シ ョン結 果 の検 証 が 必要

に な りま した 。 そ こでFSVネ ッ トが協 力 して 、

正 確 な浸 水 の高 さの測 量 と検 証 を1月 ～3月 ま での

3ヶ 月間 に40数 か所 で実 施 しま した 。

調 査 を してみ ます と、水害 か ら5年 以 上経 っ てい

ま す が、 浸 水 後の 後 始 末の 苦 労 や 家屋 に残 る 臭 い

区

慾 ぐ:
聞き取り調査で浸水位置を確認

L

な ど、被 害 の記 憶 は 強 く残 って い ま した 。浸 水 の

深 さは道路 上0.10mか ら1.17mで 、各 地 点の 地 盤

の高 さ によ っ て異 な っ て お り、都 市 特 有 のパ ッチ

状 の浸 水域 が 多 く見 られ ま した 。 これ らパ ッチ 状

の 浸水 箇 所 は周 辺 に 比べ て凹 地状 にな っ た地 盤 の

低 い と こ ろや 、低 地 で 多 くの住 宅が 盛 土 して い る

中 に あ って 土台 を高 く してい な か った 箇 所、 道 路

を流 れ る雨水 が 集 ま る交 差 点 な どで した 。 この た

め 、浸水 標高(海 面 か らの高 さ)も 場 所 に よ って異 な

り、+2.2mか ら十12.1mに 分 布 して いる こ とがわ

か りま した 。

これ ら測量 され た 浸水 標 高 は今 後 、 同様 な 豪 雨

が発 生 した場 合 に 、車 や 重 要 な家 財 を どの 高 さ ま

で上 げれ ば水 害 か ら免 れ られ るの か の 目安 に した

り、深 く浸 水 して危 険 な場 所 が ど こに現 れ る か を

知 るの に役 立 ちま す.ま た 、地 域 の 過去 の 災 害情

報 を整 理 し共 有 して 、今 後 の 災害 に 備 え る こと の

大切 さ を調査 を通 して実感 しま した。

測■調査の様子

藤 沢 災 害 救 援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ トワ ー クCFSVnet)会 員 募 集

藤沢 災害 救援 ボ ラ ンテ ィア ネ ッ トワー クでは 、会 員 を募集 してい ます 。

☆入 会金 不 要

☆会 費 年 額1ロLOOO円 団体 会 員3ロ 以上 個 人会 員1口 以上

《皆様 の 入会 を お待 ち してい ます 。》

☆ お問 い合わ せ先

藤沢災害救援ボランティアネットワーク事務局TorO466-84-1762E¶ail:fsvnet@arts-k.com

*藤 沢 災害救援 ボ ランテ ィア ネ ッ トワークの 支援企 業です*

安心の関東運輸局認定第625号

トランクルームのご用命は

有 限 会 社 鈴 木 倉 庫

電言舌0120-34-1118

ダスキ ン メ リー メイ ド藤 沢商 店

電 言言0120-46-0770

総合アル ミ建材

広 瀬 硝 子 建 材 株 式 会 社

本社 〒251-0032藤 沢市 片 瀬4-14-6

業務 配 送 セ ン ター

〒25|-0032藤 沢市 片瀬2-16-29.

電言書(0466)22-6605
FAX(0466)23-6994

3

住んでよし 心豊かな木の住まい

木材 ・新建材 ・住宅機器

婁き 佐々木材木店
〒251-0052藤 沢市 藤 沢1丁 目7-18

電話(0466)25-2511(代)
FAX(0466)25-2515



地 域 コ ミ ュニ テ ィ との 交 流 会
……柏崎市北条地区をたずねて……

防災のグ リー ンツー リズムは 日頃のお付き合 い

を大事に して、 いざと云う時に助け合 える関係 を

作って行きま しょうという主旨のもと、柏崎市の

北条という地域を訪ねる機会 をいただきま した。2

度の震災に遭 った所とお聞 きして伺 った地域 は、

会 う方々は元気で、将来に向か って、何か思いを

持って活き活 きしているように感 じられま した。

それ と、 とても豊かな自然に包まれていて、ほっ
と出来 る所の様で あり、被害を乗 り越 えて今があ

ることな ど感 じられない、穏やかな気持ちになれ

る くらい癒 され る地域で した。 しか し、映像 をも

とに災害の時の報告を していただいた時は、皆さ

んの今 日までの ご苦労が言葉では表せ ない大変な

ものだ ったと思 いました。その後、コミュニティ

では、地域 内にある様々な課題を、地域の人々と

共に積極的な解決策を探る仕組みづ くりを、公民

館活動に取 り入れ再生に向け活動を進めてい られ

る事 に驚 きま した。

暖 かな 心 と 、 きめ 細や か な 計画 、市 民 と接 す る

地域 リー ダ ーの 役 割 。 また 継続 的 に行 うた め に、

NPO活 動 組織 を設 立 しコ ミ ュニ テ ィ ビジ ネ スを

展 開す るな ど 、 自治 す る責 任 、 小 さ な政 府 をめ ざ

してい る ことが伝 わ って 来ま した。

こ の機 会 に お訪 ね で き た事 は 、本 当 に良 か った

と思 って お ります 。 これ か ら もよ ろ しくお付 き合

い をお願 いいた します 。
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★ 湘南大庭 地区 防災 リー ダーの 集 い

防 災 リー ダー 相 互 の連 携 を深 め 、防 災 情報 を共

有 す る こと を 目的 と して 、 昨 年 に続 き湘 南 大庭 地

区 自治会 連合 会 と防災協 議 会の 共催 に よ り、 平 成

21年9月25日(金)湘 南 大庭 市 民セ ンター で 「防災 リー

ダー の集 い」が 開催 され ま した 。

当 日は、FSVの 森井 代表、水 島副 代表に よる 「地

域 にお け る防 災 リー ダ ーの 役割 」と題 して、 各 地域

の 防災 拠 点毎 に ボ ラ ンテ ィア を受 け入 れ る た めの

サ テ ライ トセ ンタ ー を立 ち 上 げ る事 の 必 要性 と、

ボ ランテ ィア コーデ ィネ ター には 、地 域 の防災 リー

ダー が最 適で あ る との 話 があ りま した。

地 域 内 に は170名 以 上 の 防 災 リー ダー が お りま

すが 、災 害救 援 ボ ランテ ィア コー デ ィネー タ ーは

10数 名 と少 な く、 そ の養 成 が 当面 の課 題 との ご指

摘 をいた だ きま した 。

当 日の参加 者 は約70名 です たが 、コー デ ィネター

養成講座の内容や開設希望の質問が多数出され、

出前講座の開設 も可能 であるとの説明もあ り盛会

裏に終了しました。

★災害救 援ボ ラ ンテ ィア ・コーデ ィネター

養 成講 座(初 級編)

平 成22年1月24日(日)と2月7日(日)の2日 間 に渡

り、湘 南 大庭 地 区 自治 会 連 合会 と防 災 協議 会 の 共

催 に よ り開催 され ま した 。 「防 災 リー ダー の 集 い]

でも紹 介 した とお り、 当地区 で は防災 リー ダー170

名 に対 して コー デ ィ ネー ター が少 な い の が課 題 で

した が 、 その 解 消 に 向 けて 両 団体 が 素 早 く対 応 し

本 講 座 が開 催 され ま した。 今 回は40名 の方 が 受講

され 、 災害 救 援 ボ ラ ンテ ィア セ ンタ ー の立 ち 上 げ

か ら運 営 、被 災 者 対応 、ボ ラ ンテ ィア 対応 の 方法

な どの 基本 を中 心 にセ ミナ ー や実 習 を 交 え学 習 し

ま した。

従 来 の コー デ ィネー ター と今 回の 講座 修 了 者 と

で 、湘 南大 庭 地 区 のサ テ ライ トセ ンター を立 ち上

げ る準 備 に入 りた い と考 えて います 。

09年 度 首 都 圏 統 一 帰 宅 困 難 者 対 応 訓 練

FSVネ ッ トは 大 和 ・藤 沢 コ ー ス の エ イ ドス テ ー シ ョン運 営 を支 援

2009年9月26日(土)快 晴の も と、藤 沢 ・大和 コー

ス に は約600名 が参 加 して 帰 宅 困 難 者 対 応訓 練 が

実施 され た。
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第5AS六 会行政セ ンターでの足湯サー ビス

FSVネ ッ トは大 和 ・藤 沢 ⊇一 ス に 設 け られ た

エ イ ドス テー シ ョン7か 所の 内6か 所 に26名 の ボ ラ

ンテ ィア を派 遣 し運 営 を支 援 した。 特 に 六会 市 民

セ ンタ ーに 設 けた エ イ ドス テー シ ョン で は、 足 湯

の サ ー ビス と被 災地 の 写 真 パ ネル 展 示 を行 い 、参

加者 か らは 、疲れ が癒 された と大 変好評 で あ った。

一=雀 苦縛 ■■■

いよいよ災害時要援護者避難支援名簿提供 申し出アンケー トに向

けて動 き出 した。要援蔑者が希望すれば住ん でいる自治会 ・町 内会

に情報が提供される。これは画期的な ことで、提供された町内会 ・

自治会は援護システムをいやがうえでも作らなければ ならない。や

らなければ防災力格差はさらに広が って しまう。助か る命、助か ら

ない命.そ れ は各町内会に委ね られている。(T、O)
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